


























で新たな系譜が創出されてきたと考えられる法然御影のなかでも成立が早いと考えられる「足曳御影」 「鏡御影」 「頭光踏蓮御影」 「宝瓶御影」 「二祖対面 」 「隆信御影」 「信実御影」の七系統を取り上げ、法然のお姿と関連資料 よっ その
景にある逸話をあわせて紹介することで、より近しく法然の人柄などについて知っていただこうと考えた。　
そして法然御影のなかでも極めて特徴的な図像を示す「宝瓶御影」を眺めているうちに、その図様成立の背景




























法然御影は、 「善信聖人絵 （琳阿本） 」巻上第四段
［図２］
において法然から親鸞へ『選択本願念仏集』と法然御


































































さて、 法然御影の系統の流布に関して、 重要 契機として捉えるべき作例が知恩院本『法然上人行状絵図』 （以下、
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絵図』について 伝の総修されたものとして高く評価していることが知られている。中井氏著書から忍澂『御伝縁起』の該当箇所の現代語訳を引用すると、 「舜昌は、法然 没後百年の人であったが、 『行状絵図』の編集に当たり、後代に属する人が作った諸伝記をできるだけ避けて、直弟子た 「門人」が記した「師の行業」によろうとし 。ここに舜昌の伝記作者として着眼点のすばら さがあり、それがまた『行状絵図』の史料的価値を高めているのだ しかし一方で、門人の旧記は「実録」として尊重すべきだが、各自が知れることを み記して、内容に偏りがあり、 脱漏する点も少なくない。所伝 通覧すればよいのだが、 かなり面倒である。舜昌が諸伝を 「総修」したことで、捜索する必要がなくなった」 いう。この評価は中井 も述べるように現在 法然伝研究における評価と比べても大過ないものであり、法然の事績 かがうに最適といえよう。　
この『行状絵図』以前にも、 『本朝祖師伝記絵詞 （伝法絵） 』 （現存せず、嘉禎三年：一二三七） の室町時代頃の









































先に概観した法然御影の系統では、 「足曳御影」 （二尊院蔵） をはじめ、 「鏡御影」 （金戒光明寺蔵） 、 「隆信御影」
（知恩院蔵） ほか、法然生前に描かれた寿像としての逸話を持つ多くの御影の系統が坐像であり、立像は「信空御影」 （金戒光明寺蔵） や『法然上人行状絵図』に表された法然像など、古例に属するものとしては比較的少ないことが窺われる。　
ここではまず、現存する宝甁の御影について確認しておきたい。
　

























































（前略） 讃州生福寺にすみ給し時は、勢至菩薩の像を自作して、 「法然本地身、大勢至菩薩、為度衆生故、顕置此道場」 〈等〉 、置文に載られける、委事は彼配所の巻に記すもの也。勢至の垂迹たる条、その証拠かくのごとし。尤も仰信するにたれり。
という。文中にある「配所の巻」は、 行状絵図』巻三五第二段にあたる。該当部分を参照し おきたい。　　




































































































せる裾の部分では筆の走る闊達な描線がみられる。表情は明快で柔らかみのある曲線によって朗らかな笑みを浮かべており、全体に作者 優れた技量がみられる優品である。絵絹は目の詰まった良質なものであるが、制作は江戸時代後期 （十八世紀頃） 辺りに位置付け ようか　
この西念寺本の最大の特徴は、十輪寺・知恩院本の両手が胸前で数珠を繰るのに対し、西念寺本は左腕に数珠


















上に宝甁を載せることで的確に表現されているといえるが、なぜ知恩院勢至堂に安置されている法然本地身としての独尊勢至菩薩像を倣い、合掌・坐像という姿勢をとらなかったのであろうか。現存遺例から見 かぎりでは創出の時期としては南北朝期を遡らないが、 「宝瓶御影」の制作にあ って通用の法然御影の定型をとらず、立像形式を採用した意図や機能として何が期待されたのであろうか。成立背景に、法然配流地との関わりが顕著に見出されることはすでに触れたが、それぞれの逸話に内包される、地方における布教と法然自身に集まる信仰いう点は浄土宗における祖師信仰の形成期にあって重要な要素といえるだろう。　
また、その図様を見ると、恐らく「宝甁御影」作者は知恩院像の像容に触れていなかった、あるいはあえて選





































垂らしている。さらに、頭光がなく蓮華を踏まない点も立像形式の法然御影のなかで注目すべき点である。このような点は、むしろ西念寺本に近い特徴を有していると考えられ、西念寺本における図様変更に際して影響を与えているとも考えられ 金戒光明寺本については実見調査を経ておらず不明な点 あるが、写しとみられる福泉寺本については補修も多いが室町時代頃の制作と考えられ、 「宝瓶御影」が制作された時期と近い。合掌立像形式の「信空御影」という図様が存在するにもかかわ ず、あえて「頭光踏蓮御影」の図様を参照したという経緯も想定されるだろう。　『行状絵図』には法然が顕した奇瑞が多数掲載されているが、 「頭光踏蓮御影」は夢中にお て善導と逢う「二祖対面御影」と並び、法然の聖性を主張する重要な奇瑞であることは周知 通りである。














て検討してきた。　「宝瓶御影」は、勢至菩薩の化身たる法然の姿を描くにもかかわらず、その根本的存在である知恩院勢至堂勢至菩薩像をはじめとする独尊勢至菩薩系統の形姿を採用せずに数珠を手繰り立ち姿で表されている。それは、 「頭光踏蓮」という各種法然伝などに採用され認知度の高い法然自身が表した奇跡の表現で図様を構成することによって、その聖性 より高める意図があったも と考えられた。　また、この度の調査で西念寺蔵「水鏡御影」が見出され、その存在が知られたことは望外の喜びであった。本
















































































（高間「画像解析による法然上人御影の考察」では、 「足曳御影」の頭部の輪郭線について、 「 （前略） 頭頂部にだ
け淡墨の広がりが認められることから、制作当初 輪郭線を一旦水で薄めて消し、額の上部を持ち上げ、頭頂部を凹ませるように輪郭全体を修正した痕跡 見做される。 」として、 「後世のある時期、いわゆる「法然頭」の形状に意図的に改変した」とする見解を示している。また、同「御影に見る浄土宗祖師信仰発展の過程」において、施主に逸話通り九条兼実を想定し、建永二年 （一二〇七） の法然土佐配流の宣旨が下った後に、法然を偲ぶために急遽宮廷周辺画家に依頼し制作された作例として指摘している。
（
（0） 前掲注
（高間 「御影に見る浄土宗祖師信仰発展の過程」 において、 法然頭について触れる最も古いものとして、 『元亨釈書』




（（） 村上佳濃「法然教団の勢至菩薩像について」 （ 『美術史研究』第四七冊、二〇〇九）
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（（） 『御水鏡縁起』は巻子装で、年記等は見当たらないものの、近代に古本を写したものと見られる。史料の読みには柿本雅美氏 （本館ポストドクター） の協力を得た。
（
（（） 三田全信『成立史的法然上人諸伝の研究』 （平楽寺書店、一九六六）
　　
中井真孝編『善導寺蔵『本朝祖師伝記絵詞』本 と研究』 （佛教大学アジア宗教文化情報研究所、二〇〇七）
　　
中井真孝編『妙定院蔵『法然上人伝絵詞』本文と研究』 （佛教大学アジア宗教文化情報研究所、二〇〇八）
　　
中井真孝編『常福寺蔵『拾遺古徳伝絵』 文と研究』 （佛教大学宗教文化ミュージアム、二〇〇九）
（
（（） 善導寺本詞書については、前掲注
（（中井真孝氏の翻刻に拠り引用した。
（
（（） 前掲注
（『法然上人の御影』
（
（（） 金戒光明寺本については、前掲注
（成田『法然上人の御影』に詳しい。
［付記］
本稿を成すにあたり、清浄華院、知恩院、福泉寺、佛教大学附属図書館をはじめ、ご所蔵者様には調査および図版使用につ
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いて快諾頂いた。特に西念寺瀧口信行御住職にはご厚情を頂き、調査にあたり格別のご配慮を賜った。また、御影展講演会の講師としてご出講頂いた成田俊治先生には、不学な筆者に法然上人の御影について懇切にご教示 佛教大学附属図書館古川千佳氏には、展覧会の度にお手を煩わせ 資料についても様々な事を教えて頂いた。末筆ながらご協力賜った皆様方に深甚の謝意を表したい
［図版出典］
図
（・
（・
（、 『法然と親鸞│ゆかりの名宝│』 （東京国立博物館、二〇一一）
図
（0、坪井俊映ほか著『古寺巡礼京都
（（　
知恩院』 （淡交社、二〇〇七）
